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地域になくてはならない　組織であり続けるために

▲採決の様子

▲渡邉議長

代表理事組合長

丸山武司（区域全域）
常務理事

渡辺三千雄（区域全域）
常務理事

森　新治（区域全域）

総務委員長

伊藤正敏（西枇杷島地区）
総務委員

井上啓治（西春地区）
総務副委員長

小﨑秋朗（春日地区）
総務委員

星野明身（新川地区）
総務委員

近藤太佳子（清洲地区）

総務委員

余吾通夫（師勝地区）
総務委員

坪井光広（青山地区）
金融委員長

小出洋治（青山地区）
金融副委員長

岡島茂樹（清洲地区）
金融委員

牧野　卓（西春地区）

金融委員

石黒光憲（春日地区）
金融委員

山田眞利子（師勝地区）
金融委員

小川和子（区域全域）
経済委員長

大野俊朗（師勝地区）
経済副委員長

伊藤治雄（新川地区）

経済委員

犬飼常定（西春地区）
経済委員

大野みどり（西春地区）
経済委員

伊藤良明（西枇杷島地区）
経済委員

青山　清（師勝地区）
経済委員

早川雅子（区域全域）

第
51
回
通
常
総
代
会

│
新
役
員
の
執
行
体
制
決
ま
る
│

【
上
程
議
案
】

報
告
事
項
１ 

令
和
７
年
度
の
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
注
記
表
の
内
容

及
び
附
属
明
細
書
並
び
に
会
計

監
査
人
の
監
査
報
告
及
び
監
事

の
監
査
報
告
に
つ
い
て 

第
１
号
議
案

令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
及
び

剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

第
５
号
議
案

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
エ
ナ

ジ
ー
に
か
か
る
事
業
移
管
等
に

つ
い
て

第
６
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

令
和
８
年
度
に
お
け
る
理
事
及

び
監
事
の
報
酬
額
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

退
任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職

慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

第
９
号
議
案 

農
産
物
の
受
検
及
び
代
金
等
の

受
領
手
続
き
の
委
任
に
つ
い
て

附
帯
決
議
（
案
）

こ
の
総
代
会
に
お
い
て
決
議
し

た
事
項
の
う
ち
、
権
利
義
務
に

関
係
し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修

正
及
び
違
算
・
誤
字
の
訂
正
並

び
に
法
令
そ
の
他
行
政
庁
の
指

示
等
に
よ
り
補
正
変
更
を
必
要

と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
主
旨

に
反
し
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

そ
の
変
更
を
理
事
会
に
一
任
す

る
。

報
告
事
項
２ 

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
一
部

変
更
に
つ
い
て 

【
事
業
目
標
】

◆
信
用
事
業

　
貯
金
残
高
　
　
２
２
１
０
億
円

　
貸
出
金
残
高
　
　
４
０
８
億
円

◆
共
済
事
業

　
基
盤
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
２
５
０
０
千
Ｐ
ｔ

　
推
進
総
合
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
４
０
０
０
千
Ｐ
ｔ

◆
購
買
事
業

　
購
買
品
供
給
総
取
扱
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
円

◆
販
売
事
業

　
青
果
物
販
売
取
扱
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
０
ｔ

　
米
穀
販
売
取
扱
量

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
俵

　
販
売
品
販
売
総
取
扱
高 

　
　
　
　
　
２
億
２
０
０
０
万
円

◆
利
用
事
業

　
予
冷
作
業
　
　
　
　
　
２
０
ｔ

　
乾
燥
調
製
作
業
　
　
５
０
０
ｔ 

　
育
苗
作
業
　
　
　
７
５
０
０
箱 

ほ
か

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
６
月
20

日
、 

名

古
屋
芸
術
大
学
ア
ー
ト
ス
ク
エ
ア

（
北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
）
に

お
い
て
、Ｊ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
総
代
会
は
午
後
１
時
30

分
、
丹
下

金
融
委
員
長
の
開
会
宣
言
に
よ
っ
て

幕
を
開
け
、
事
務
局
が
本
人
出
席
２

７
０
名
、
議
決
権
行
使
書
面
提
出
者

２
１
８
名
、
合
計
４
８
８
名
の
出
席

状
況
を
確
認
し
、
総
代
定
数
の
半
数

以
上
の
出
席
を
も
っ
て
本
総
代
会
が

成
立
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
審
議
は
、
出
席
し
た
総
代
の
中
か

ら
議
長
に
選
出
さ
れ
た
渡
邉
肇
氏

（
西
枇
杷
島
地
区
）
の
進
行
に
よ
り

円
滑
に
進
み
、
採
決
の
結
果
、
提
出

し
た
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
き
、
午
後
２
時
33

分
、
柴

田
経
済
委
員
長
の
閉
会
宣
言
に
よ
り

総
代
会
は
盛
会
の
う
ち
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。 

　
本
総
代
会
の
上
程
議
案
に
は
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
も
含
ま
れ

て
お
り
、
理
事
23

名
、
監
事
５
名
が

新
役
員
に
就
任
し
ま
し
た
。 

　
総
代
会
終
了
後
、
本
店
に
は
新
役

員
が
参
集
し
、
臨
時
理
事
会
で
は
代

表
理
事
組
合
長
に
丸
山
武
司
氏（
重

任
）、常
務
理
事
に
渡
辺
三
千
雄
氏（
重

任
）、
森
新
治
氏（
重
任
）が
、
ま
た

臨
時
監
事
会
で
は
代
表
監
事
に
柴
田

壽
光
氏
、
常
勤
監
事
に
宮
寺
裕
治
氏

（
重
任
）が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

代表監事

柴田壽光（西春地区）
常勤監事

宮寺裕治（区域全域）
監　事

鈴木信孝（清洲地区）
監　事

兼松　稔（師勝地区）
員外監事

百瀬真代（区域全域）

※
敬
称
略

特集 第51回通常総代会第51回通常総代会

23



アグリスクール活動日記

【主な実習内容】　①キュウリネット張り

②スイカわら敷き　③サツマイモ苗定植

④エダマメ播種

５月23日

【主な実習内容】　①トンネル除去

②支柱設置・誘引　③わき芽取り

５月９日

　前回強風で作業を見送ったキュウリのネット
張りを行いました。既に適当な大きさに育った
ものもあり、スクール生は収穫も楽しみながら
作業を進めていました。

　ミニトマトのわき芽の見分け方を学び、入念
に観察しながら枝を整えました。 
　30㎝ほどに生長したトウモロコシに、強風
対策の土寄せを行いました。

　
役
員
の
年
齢
制
限
は
、
内
規

に
よ
り
役
員
改
選
年
の
３
月
３１

日
を
も
っ
て
満
７２

歳
以
下
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
組
合
長
は
通
算
３
期
ま
で
、

常
務
理
事
及
び
常
勤
監
事
は
満
６５

歳
以

下
と
し
て
い
ま
す
。
重
任
の
表
示
に
つ

い
て
は
、
役
員
候
補
者
の
経
歴
欄
に
重

任
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
記
載

し
て
い
ま
す
。

　
上
程
議
案
の
一
覧
に
「
別
紙

の
と
お
り
」
と
い
う
記
載
が
あ

る
が
、
該
当
ペ
ー
ジ
数
を
記
載
し
て
ほ

し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
師
勝
）

　
通
常
総
代
会
の
資
料
は
J
A

愛
知
中
央
会
の
指
導
に
よ
り
作

成
し
て
い
ま
す
。
記
載
方
法
に
問
題
が

な
け
れ
ば
次
回
か
ら
採
用
を
検
討
し
ま

す
。

　
出
資
金
が
減
少
し
て
い
る
要

因
は
何
か
。
　
　
　
　
　（
青
山
）

　
正
組
合
員
の
相
続
が
発
生
し
、

承
継
さ
れ
る
相
続
人
が
地
区
外

居
住
者
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り
脱
退

し
て
い
る
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　
な
お
、
准
組
合
員
数
の
増
加
に
よ
り
、

組
合
員
の
全
体
数
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
出
資
金
額
は
一
律
（
１
口
、
１
，

０
０
０
円
）
で
あ
る
た
め
、
出
資
金
の

額
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
子
会
社
（
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
西

春
日
井
エ
ナ
ジ
ー
）
の
事
業
移

管
に
つ
い
て
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
収
益
性
の
高

い
事
業
だ
が
、
事
業
譲
渡
す
る
の
は
な

　
農
協
法
等
開
示
債
権
の
う
ち
、

破
産
更
生
債
権
及
び
こ
れ
ら
に

準
ず
る
債
権
、
並
び
に
、
危
険
債
権
に

つ
い
て
、
詳
細
を
教
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

近
年
の
不
良
債
権
発
生
の
傾
向
と
原
因

分
析
を
教
え
て
ほ
し
い
。
　
　
　（
師
勝
）

　
破
産
更
生
債
権
及
び
こ
れ
ら

に
準
ず
る
債
権
に
つ
い
て
は
、

件
数
は
１
件
で
住
宅
ロ
ー
ン
の
長
期
延

滞
先
で
す
。
債
権
管
理
は
融
資
担
当
者

と
支
店
長
の
２
名
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

債
務
者
に
は
返
済
の
意
思
が
あ
る
た
め
、

延
滞
は
解
消
に
向
か
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
正
常
化
に
向
け
て
債
権
管
理
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
債
権
に
つ
い
て
は
、
件

数
は
２
件
で
い
ず
れ
も
個
人
再
生
手
続

き
が
開
始
さ
れ
た
住
宅
ロ
ー
ン
で
す
。

２
件
と
も
債
務
者
に
返
済
の
意
思
が
あ

り
、
現
在
ま
で
延
滞
な
く
毎
月
返
済
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
債
権
放
棄
は
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
万
一
債
権
放
棄
に
至
っ

た
場
合
は
、
組
合
の
規
程
に
基
づ
い
て

対
応
し
ま
す
。

　
な
お
、
不
良
債
権
の
発
生
傾
向
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
は
保
証
会
社
に
よ
る

代
位
弁
済
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
不
良

債
権
は
常
態
化
・
増
加
傾
向
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。　

役
員
の
年
齢
制
限
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
重
任

の
場
合
に
は
資
料
に
重
任
で
あ
る
こ
と

を
表
示
し
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　（
西
春
）

が
、
取
引
す
る
場
合
は
本
店
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
ま
た
、
支
店

の
関
わ
り
方
や
推
進
・
審
査
体
制
は
ど

う
な
る
の
か
。
　
　（
西
枇
杷
島
・
清
洲
）

　
貸
出
業
務
は
現
在
、
本
店
営

業
店
、
新
川
支
店
、
清
洲
支
店
、

師
勝
支
店
の
４
店
舗
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
効
率
的
な
店

舗
運
営
を
図
る
た
め
、
今
年
度
第
４
四

半
期
に
本
店
金
融
部
に
集
約
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。
集
約
後
も
組
合
員
・

利
用
者
と
の
相
談
や
契
約
締
結
等
は
今

ま
で
ど
お
り
支
店
や
ご
自
宅
へ
出
向
い

て
対
応
す
る
な
ど
、
組
合
員
・
利
用
者

の
皆
さ
ま
に
ご
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

な
体
制
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

審
査
体
制
に
つ
い
て
も
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
支
店
で
の
推
進
体
制
に
つ
い

て
は
、
他
の
組
合
等
を
参
考
に
現
在
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
有
価
証
券
の
う
ち
社
債
は
ど

の
よ
う
な
銘
柄
を
保
有
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
有
価
証
券
の
含
み
損
が

生
じ
て
い
る
が
、
満
期
ま
で
保
有
す
る

の
か
。
今
後
売
却
す
る
可
能
性
は
あ
る

の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
清
洲
）

　
有
価
証
券
を
保
有
す
る
際
に
、

一
定
の
格
付
け
（
Ａ
格
以
上
）
で
、

特
定
の
業
種
に
偏
っ
た
構
成
割
合
と
は

な
ら
な
い
よ
う
に
運
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
組
合
が
保
有
し
て
い
る
有
価

証
券
は
、
平
均
５
年
程
度
の
期
間
で
運

用
し
て
お
り
、
原
則
と
し
て
満
期
ま
で

保
有
す
る
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
振
興
へ
の
取
組
と
し
て
、

農
業
支
援
対
策
事
業
助
成
等
の

実
施
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
師
勝
）

　
肥
料
・
農
薬
の
予
約
注
文
の

際
に
、
高
温
対
策
に
つ
な
が
る

肥
料
や
土
壌
改
良
剤
の
購
入
に

対
し
て
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

認
定
農
業
者
を
対
象
に
、
国
が
実
施
す

る
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
補
助
事

業
の
申
請
手
続
き
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
廃
止
と
な
る
阿
原
支
店
の
跡

地
は
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、

在
籍
し
て
い
る
職
員
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
師
勝
）

　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
決
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
は
内
部
で
検
討
を
進
め
た
の
ち
、

理
事
会
で
協
議
す
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
在
籍
し
て
い
る
職
員
に
つ

い
て
は
、
他
店
へ
再
配
置
す
る
予
定
で
す
。

　
業
務
集
約
に
伴
い
貸
出
業
務

を
金
融
部
に
集
約
す
る
と
あ
る

ぜ
か
。
ま
た
、
事
業
ご
と
に
対
応
を
分

け
る
の
は
非
効
率
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　（
西
枇
杷
島
・
清
洲
・
師
勝
）

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
収
益
性
の
高
い

事
業
で
す
が
、
燃
料
販
売
に
必

要
な
資
格
保
有
者
の
確
保
が
困
難
な
状

況
と
な
り
、
今
後
も
安
定
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
事
業
譲
渡
を
進

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員

の
雇
用
確
保
や
員
外
利
用
規
制
等
の
理

由
に
よ
り
、
給
油
所
事
業
は
経
営
移
管

と
し
、
自
動
車
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

雇
用
確
保
の
観
点
と
受
け
皿
と
な
る
組

織
が
な
い
た
め
、
組
合
が
事
業
を
承
継

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
子
会
社
の
事
業
移
管
の
目
的

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
掲

げ
て
い
る
が
、
給
油
所
の
販
売
価
格
は

下
が
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　（
師
勝
）

　
ガ
ソ
リ
ン
の
販
売
価
格
は
近

隣
Ｓ
Ｓ
と
同
程
度
の
水
準
を
維

持
す
る
見
通
し
で
す
が
、
格
安
店
が
進

出
す
る
な
ど
激
戦
区
で
も
あ
り
厳
し
い

情
勢
で
す
。
事
業
移
管
は
、
安
定
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
職
員
の
雇
用
確
保

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
整
備
工
場
で
は
、
農

機
具
の
修
理
は
可
能
か
。

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
西
枇
杷
島
）

　
農
機
具
の
修
理
は
、
自
動
車

整
備
工
場
で
は
な
く
、
グ
リ
ー

ン
西
春
日
井
に
て
受
け
付
け
て
お
り
、

提
携
の
修
理
業
者
へ
取
り
次
ぎ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

QA

AQA

QQ A

Q A

Q AQAA AA

QQ AA

QQ A

みのりん通信
　
西
春
地
区
年
金
友
の
会
は
５
月
13
日
、
西
春
支

店
で
総
会
を
開
催
し
、
支
部
長
22
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

　
総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
活
動
報
告
と
令
和

８
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
そ

の
後
、
西
枇
杷
島
警
察
署
の
協
力
に
よ
り
防
犯
落

語
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
高
座
名
『
防
犯
亭 

戸
締
ま
り
』
こ
と
同
署
生
活

安
全
課
の
近
藤
巡
査
部
長
が
得
意
の
落
語
を
交
え

な
が
ら
、
投
資
へ
の
関
心
に
乗
じ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投

資
詐
欺
の
手
口
な
ど
を
紹
介
。
「
儲
か
る
話
は
な
い
。

う
ま
い
話
は
な
い
。
心
の
隙
間
に
付
け
入
ら
せ
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
、

参
加
者
は
落
語
を
楽
し
み
な
が
ら
も
気
を
引
き
締

め
て
い
ま
し
た
。

　
金
融
部
は
５
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
年
金
友
の
会
会
長

会
議
を
本
店
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
会
議
に
は
各
地
区
の
会
長
と
Ｊ
Ａ
か
ら
は
丸
山
組
合
長

を
は
じ
め
担
当
役
職
員
が
出
席
し
、
新
会
長
に
選
任
さ
れ

た
伊
藤
正
敏
氏
（
西
枇
杷
島
地
区
）
の
議
事
進
行
に
よ
り
、

支
店
長
が
令
和
７
年
度
の
活
動
内
容
と
令
和
８
年
度
の
活

動
計
画
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
も
、
地
区
ご
と
に
親
睦
旅
行
や
健
康
講
話
、
運
動

教
室
、
ス
マ
ホ
教
室

な
ど
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ま
に
は
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
参
加
い
た

だ
き
親
睦
を
深
め
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【会　長】

伊藤　正敏

（西枇杷島地区）

ＪＡ西春日井 

年
金友の会

各
地区の活動を報告

落語で防犯注意喚起

西春地区年
金友の会

【
副
会
長
】

　
井
上
　
　
勝
（
西
春
地
区
）

【
各
地
区
の
会
長
】

　
星
野
　
良
彦
（
新
川
地
区
） 

　
浅
野
　
佳
伸
（
清
洲
地
区
） 

　
小
出
美
佐
子
（
春
日
地
区
） 

　
加
藤
　
恭
一
（
師
勝
支
店
） 

　
河
村
　
活
敏
（
青
山
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

▲戸締まりさんの落語に聞き入る参加者

　
清
須
市
で
パ
セ
リ
の
生
産
に
取
り
組
む
上
条
園

芸
研
究
会
は
５
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
野
菜
予
冷

施
設
に
市
場
関
係
者
を
招
い
て
目
ぞ
ろ
え
会
を
行

い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
出
荷
用
に
箱
詰
め
し
た
パ
セ
リ
の

中
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
取
り
出
し
、
色
味
や
葉
の
形

状
な
ど
を
細
か
く
確
認
し
、
品
質
の
維
持
・
統
一

を
図
り
ま
し
た
。 

　
６
月
５
日
に
は
清
洲
支
店
で
愛
知
県
尾
張
農
林

水
産
事
務
所
農
業
改
良
普
及
課
職
員
ら
に
よ
る
栽

培
講
習
会
が
行
わ
れ
、
生
産
者
は
、
う
ど
ん
こ
病

を
対
象
に
し
た
農
薬
の
試
験
結
果
や
遮
熱
資
材
を

使
っ
た
夏
期
高
温
対
策
技
術
の
検
証
に
関
す
る
説

明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

特集 第51回通常総代会第51回通常総代会

うどんこ病の防除対策を再確認

上条園芸研究会

▲目ぞろえ会の様子

NEWS & TOPICS みのりん通信

第５講

第４講

提
出
議
案
Ｑ
＆
Ａ

　
総
代
会
に
先
駆
け
各
地
区
に
お
い

て
提
出
議
案
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
お
忙
し
い
な
か
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
際
に
ご
発
言
の
あ
り
ま
し
た

質
問
並
び
に
回
答
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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北
名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
の

中
で
昨
年
４
月
か
ら
新
た
に
活

動
を
始
め
た
「
和
や
か
ク
ラ
ブ
」

に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。 

　
和
や
か
ク
ラ
ブ
は
、
折
り
紙

を
通
じ
て
地
域
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
す
る
グ
ル
ー

プ
。
北
名
古
屋
市
の
井
瀬
木
公

民
館
で
月
に
１
度
、
15

人
ほ
ど

の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
折
り
紙
を
折
り
な
が
ら
だ
と

会
話
が
弾
み
、
自
然
と
笑
顔
も

増
え
て
交
流
も
深
ま
る
と
か
。

作
品
が
完
成
し
た
時
に
達
成
感

が
共
有
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

お
互
い
に
折
り
方
を
教
え
合
う

こ
と
で
得
る
気
づ
き
や
新
し
い

発
見
も
活
動
の
魅
力
だ
そ
う
で

す
。 

　
毎
年
３
月
に
開
催
さ
れ
る
老

人
ク
ラ
ブ
総
会
の
作
品
展
を
目

標
に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
活
動
を

楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

ǸƿȖɐȽ
▲和やかクラブのメンバーの皆さん

師勝支店管内

▲手がけた作品の数々

▲圃場での立毛調査

▲審査の様子

農をつなぐ
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